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Summary

This paper describes ”Office Buzz Channel (OBC),” which is a communication channel that allows
people working in partitioned/dsitributed offices to readily share various situation awareness information
in a similar way to that in a non-partitoned large-room office. OBC is an infrastructure of in-office com-
munications for conveying situation awareness information. OBC is built upon UDP broadcasting to a
subnetwork and a simple application layer protocol is incorporated into OBC. In this paper, the setup of
OBC is described first, then several cases of usage of OBC in my laboratory are briefly introduced, and
finally efficiencies of OBC are discussed based on the cases.

1. は じ め に

大部屋型のオフィスでは，ごく自然に各種のアウェア
ネス情報が伝達・共有されている．中でも，意図せずし

てやりとりされる些細な情報が，オフィスメンバーによ
る協調活動を円滑化し，風通しの良い組織を実現するた
めの一助となっている．たとえば上司が部下に呼びかけ

る声により，オフィスにいる全員が上司とその部下の間
で業務が進められつつあること（したがって彼らは現在
忙しい状態にあること），および交わされる会話からそ
の仕事内容をおおむね把握できる．また，一人で作業し

ている者についても，たとえばキーボードを忙しく打鍵
しているか，椅子の背にもたれて書類を読んでいるかな
どの様子から，その作業状況や作業内容を推測できる．

ところが，近年多く見られるパーティションで区切られ
た区分型オフィスや，オフィスが別の部屋や建物に分散し
て存在する分散型オフィスでは，大部屋では自然に伝達・

共有されていたアウェアネス情報，特に前述のような些
細な情報を共有することが困難となっている．このよう
な環境において，パソコンとイントラネットが普及した昨

今では，CMC（Computer Mediated Communication)
メディアを用いて連絡を取り合うことが多い．しかしな
がら，メールやインスタントメッセンジャーなどは基本

的に 1対 1のコミュニケーション・メディアであるため，
その周辺にいる者は，そのコミュニケーションの内容を

把握することはもとより，そもそも誰がいつ誰とコミュ
ニケーションを取り合っているのかすら把握できなくなっ
ている．同報メールを活用する手段も考えられるが，ス
パムメールも含め，日々メールが洪水のように押し寄せ

てその整理が大きな問題となっている現状，日常の中の
些細な情報までもメールでやりとりすることは現実的で
はない．イントラブログなどの，コミュニケーション場

を多人数で共有可能なCMCメディアを用いて情報を共
有することも試みられているが，いずれの手段において
も些細な情報や非意図的な情報を気軽に発信・共有する

ことは難しく，またリアルタイムな情報共有もできない．

従来からオフィスにおけるアウェネス情報共有を支援

するシステムは各種構築されている．清水ら [清水 05]は，
屋内位置情報検出システム（ELPAS社 EIRISシステム）
と，個人のパソコン上で現在アクティブなアプリケーショ

ンとキー入力状況情報を用いて，個人の作業状況を推測
し，これをパブリックな場所に設置された大型ディスプ
レイに表示して，一目でオフィスメンバーの作業状況を

把握できるシステムを構築した．土持ら [土持 06]は，電
子的な行き先表示板とスケジュール情報を組み合わせる
ことにより，ユーザの現在状況を推定して提示するシス
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テムを構築している．高谷ら [高谷 02]は，つながり感通
信 [渡邉 03]の考え方を応用して，SOHOワーカーが手
がかり情報を共有し合うことを可能とするコミュニケー

ション支援システムを構築し，メンバ間のコミュニケー
ションを円滑化することを試みている．本田ら [本田 97]
は，大部屋メタファに基づき，仮想空間内に 3次元グラ
フィクスによる大部屋型のオフィスを構成し，そこにワー
カのための個人座席を用意し，さらにユーザの位置情報
を取得して在席状態に反映することにより，遠隔オフィ

スで働く者同士があたかも 1つの大部屋にいるかのよう
にコミュニケーションしたりアウェアネスを共有したり
できるシステムを構築している．

これらのシステムは，いずれも同一部署で働く者同士
の間での作業状況アウェアネスの共有や，コミュニケー

ションの円滑化を支援することを目指している点で，本
研究と目的を同じくしている．しかし，いずれもなんら
かのアウェアネス情報に特化したシステムとなっており，

拡張性などは考慮されていない．オフィスには多様なア
ウェアネス情報が存在し，それらは状況によって様々な
意味を持って利用されるため，事前にそのすべてを列挙

することは不可能と思われる．ゆえに単一のアプリケー
ションでこれらすべてを扱おうとするよりは，大部屋に
おいてアウェアネスを伝達する媒体である「空気」に相

当するコミュニケーション・メディアをインフラとして
構築し，この上に様々なアウェアネスを取得し伝達する
アプリケーションを都度構築・追加していくことが望ま
しいと考える．

そこで本稿では，大部屋型オフィスでのアウェアネス

情報は環境に対してブロードキャストされて伝達・共有さ
れること，および多くの場合イントラネットのサブネッ
トワークは，部課などの組織単位で分割されていること

に着目し，UDP によるサブネットへのブロードキャス
トを利用した，各種オフィス・アウェアネスを統合的に
伝達するための通信インフラストラクチャである Office
Buzz Channel（OBC）を提案し，その応用層プロトコ
ルと基本アプリケーションについて述べる．基本アプリ
ケーションでは，意図的なメッセージのやりとり（すべ
てブロードキャスト）や，コルクボードにメッセージを

掲示するような静的な情報発信などの，一般的な情報伝
達手段に加え，特にコミュニケーションを意図しないよ
うな「呟き」や作業状況情報なども伝達する手段を提供

している．また応用層プロトコルは，非常にシンプルな
構成となっているため，これを用いることにより，各種
のアプリケーションを開発する際に，容易に新しいアウェ

アネス情報を発信・受信する機能を組み込むことができ
る．OBCは，発表者の研究室においてすでに半年以上
の運用実績があり，きわめて日常的な意図的・非意図的

な情報の伝達・共有手段として利用されている．以下で
は，考案した OBCプロトコルと基本アプリケーション
の構成について述べ，実際の利用事例を紹介し，OBCの

D-I

D-US-U

S-I D-I

D-US-U

S-I

図 1 大部屋型オフィス内でのアウェアネス情報の分類と
事例

意義について議論する．

2. Office Buzz Channel の構成

2・1 大部屋型オフィス内アウェアネス情報の分類

本研究では，大部屋型オフィス内でのアウェアネス情
報を，「動的・静的」軸と，「意図的・非意図的」軸の 2
軸により，4つのタイプ（D-I: Dynamic-Intentional, S-
I: Static-Intentional, D-U: Dynamic-Unintentional, S-
U: Static-Unintentional）に分類する（図 1）．
「動的・静的」軸は，比較的短時間における情報の変
化の有無を基準とする軸である．たとえば，一般的な音
声発話は，短時間に変化し，発話後はただちに揮発して

無くなってしまうので動的であるとみなす．キーボード
の打鍵音も動的である．一方，行き先表示板に書き込ま
れた行き先情報は，書き込まれてから消されるまでの間，

長い時間にわたってそこにとどまるので，静的であると
みなす．また，定常運転中の機械のうなりのような持続
音は，やはり静的であるとみなす．

「意図的・非意図的」軸は，その情報に「他者とのコ
ミュニケーション意図があるか無いか」を基準とする軸
である．たとえば，上司から部下への呼びかけにはコミュ

ニケーション意図がある．しかし，同じ音声発話であっ
ても，パソコンが突然フリーズした場合に思わず上げる
罵り声には，他者とのコミュニケーション意図はない．ま

た，機械の定常運転音や，キーボードの打鍵音にも，他
者とのコミュニケーション意図はない．

2・2 OBCプロトコル

OBCのメッセージは，すべてUDP上で Destination
address　 255.255.255.255に対して送出されるため，サ
ブネットワークに対してブロードキャストされる．ポー

ト番号は，デフォルトでは 5151を使用しているが（こ
の値に特段の意味はない），利用する部署の都合に応じ
て OBC基本アプリケーション（後述）で自由に設定で
きる．

OBCメッセージの構造を図 2に示す．OBCメッセー
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図 2 OBC メッセージの構造

ジの冒頭 5バイトには，メッセージのサブネット間転送処
理に使用する転送用タグを記述する．次の 5バイトには，
メッセージが 2・1節で示したいずれのタイプに属するか
を指定するタイプ指定タグを記述する．さらに特殊な意

味を持つメッセージである場合は，その意味を示すサブ
タイプタグを続く 5バイトに記述する（オプション）．次
いで，“:”を終端文字とする任意長のユーザ名と，“\n”
を終端文字とする任意長のメッセージ本体を記述する．

§ 1 メッセージのサブネット間転送

転送用タグとして，以下の 3 種類のタグを定義して
いる．

(1) <LCM>: OBCユーザがなんらかのメッセージ
を送出する際には，必ず冒頭に “<LCM>”というタグ
を付与して送出する．メッセージを受信する OBC
基本アプリケーションにとってこのタグは，そのメッ
セージが同一サブネット内の OBCユーザから送出
されたものであることを意味する．

(2) <FWD>: 他のサブネットへの転送を担当する
PC 上の OBC 基本アプリが<LCM>付き OBC メッ
セージを受信した場合，<LCM>タグを<FWD>タグに
書き換えた上で，指定されている転送先PCに送信す
る．なおこの場合に限り，OBCメッセージは UDP
ブロードキャストではなく，指定された転送先 PC
の IPアドレスのみ宛に送出される．

(3) <RMT>: <FWD>タグ付きのメッセージを受信し
たOBC基本アプリケーションは，<FWD>タグを<RMT>

タグに書き換え，自分の属するサブネットに対して

ブロードキャストする．なお，すべての OBC基本
アプリケーションは，自分がいずれかの OBCマシ
ンによって転送宛先として指定されているかどうか

を知る必要はない．<FWD>タグ付きメッセージを受
け取ったOBC基本アプリケーションは，すべて上
記の処理を行う．

図 3にメッセージの転送例を示す．この例では，サブ
ネット 1内のあるOBCユーザが “hello”というメッセー
ジを送出したケースである．サブネット 1内では，この
メッセージには<LCM> タグが付与されてブロードキャス
トされる．転送PC1は，このメッセージを受け取ると，タ
グを<FWD> に付け替え，あらかじめ設定されていた転送
先である転送 PC2と転送 PC3-1に送信する．転送 PC2
と PC3-1は，転送されてきたメッセージのタグを<RMT>

に付け替え，それぞれサブネット 2または 3でブロード
キャストする．サブネット 2と 3の中の全OBCユーザ
は，このメッセージを受信する．

<FWD>hello

転送 PC1

サブネット１

<LCM>hello

転送PC3-2

転送PC3-1

サブネット３

<RMT>hello

<FWD>hello

転送PC4

サブネット４

転送 PC2

サブネット２

<RMT>hello

図 3 OBC プロトコルによるメッセージ転送の例

なお，サブネット 3内には，サブネット 4への転送を担
当する転送PC3-2があるが，この PCには先のメッセー
ジは<LCM>タグではなく，<RMT>タグ付きで送られてく
るため，PC3-2は転送 PC4にこのメッセージを転送し
ない．このように，あるメッセージの発信元のサブネッ
トと直接に接続されているサブネットのみにメッセージ
は転送される．これによって，多段ホップを避け，接続

されていることを知らないサブネットにメッセージが思
いがけず転送されることがないようにしている．

§ 2 メッセージのタイプ指定

メッセージのタイプ指定タグは，図 1で示した 4種の
タイプに応じて，以下の 4種類を定義している∗1．

(1) <D-I>：D-Iタイプ（動的かつ意図的）メッセー
ジであることを示すタグ．

(2) <S-I>： S-Iタイプ（静的かつ意図的）メッセー
ジであることを示すタグ．

(3) <D-U>：D-Uタイプ（動的かつ非意図的）メッ
セージであることを示すタグ．

(4) <S-U>： S-Uタイプ（静的かつ非意図的）メッ
セージであることを示すタグ．

上記 4つのタイプそれぞれに，さらに以下のサブタイ
プを定義している．

∗1 このほか，OBC基本アプリケーションの起動時・終了時な
どに初期化・終了メッセージをやりとりするためにいくつかの
タグを定義しているが，OBC 利用上特に重要ではないので，
本稿では割愛する．
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図 4 OBC基本アプリケーションのユーザインタフェース

i. D-Iタイプのサブタイプタグ
(1) <VOT>: 投票を呼びかけるメッセージに付加す
る．たとえば，「レストラン○○に食事に行く人います

か？」というようなメッセージを送る際に使用する．
(2) <VOY>: 呼びかけられた投票に対し，同意する
メッセージを送る際に使用する．

(3) <VON>: 呼びかけられた投票に対し，同意しな
いメッセージを送る際に使用する．

ii. S-Iタイプのサブタイプタグ
現在，サブタイプは定義されていない．

iii. D-Uタイプのサブタイプタグ
(1) <BSY>: 作業が忙しい状態にあることを示すメッ
セージを送出する際に使用する．

iv. S-Uタイプのサブタイプタグ
(1) <ZZZ>: 席を外していることを示すメッセージ
を送出する際に使用する．

2・3 OBC基本アプリケーション

図 4に，OBC基本アプリケーションのユーザインタ
フェース画面を示す．メッセージを送信する時以外，通

常は本アプリケーションをタスクトレイに格納した状態
で使用する．

§ 1 Configuration
OBC基本アプリケーションユーザは，使用開始にあ

たって Your Nameテキストボックス（図 4左上）に自
分のハンドル名を設定しなければならない．また，Con-
figuration設定ウィンドウ（図 5）によって，以下の項目
を設定しなければならない．

• UDPポート番号（デフォルトは 5151）
•自分が他のサブネットへの転送を担当する場合は，転
送先のPC（その PC上では，OBC基本アプリケー
ションが稼働していなければならない）の IPアド
レス

図 5 Configuration 設定画面

図 6 タスクトレイからバルーン表示されるD-I タイプ
メッセージの例

•席を外しているときにD-U タイプとして送出する
メッセージ．デフォルトは「しーん・・・」．

•繁忙時にD-Uタイプとして送出するメッセージ．デ
フォルトは「カタカタカタカタ」．これは，忙しく
キーボードを打鍵している様子を表している．

§ 2 D-Iタイプメッセージの処理

特定の誰か，あるいはOBC基本アプリケーションユー
ザ全員に対してコミュニケーション意図を持って呼びかけ

る発言を行う際には，Utteranceグループの発言入力テ
キストボックスから発言を入力し，直下の Talkボタンを
押す（図 4左上）．これにより，D-Iタイプのメッセージ
として発言内容が送出される．OBC基本アプリケーショ
ンは，D-Iタイプのメッセージを受信すると，タスクト
レイ中のアイコンからバルーンを表示し，受信したメッ
セージの内容を通知する（図 6）．同時に，Utteranceグ
ループのリストボックスの末尾に，受信したメッセージ
を追加する．なお，特定の誰かのみにメッセージを送り
たい場合でも，その人だけに送信することはできず，必

ず全員に対して送られる．これは，大部屋で特定の誰か
に呼びかけた場合，それは周囲の者全員にも聞こえると
いう状況を模したものである．

D-Iタイプのサブタイプである投票メッセージの送受信
には，Voteグループのコントロールを使用する．投票を
呼びかける際には，Voteグループ（図 4左下）のテキス
トボックスで呼びかけ内容を入力し，さらに Expiration
Time で投票終了時刻を設定したうえで，Start Voting
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図 7 アクティブなアプリケーションのタイトルバーに表示される D-Uタイプメッセージの例

ボタンを押して呼びかけ内容を送出する．投票呼びかけ

を受信した OBC基本アプリケーションは，やはりタス
クトレイ中のアイコンからバルーンで呼びかけ内容を表
示する．同時に，Voteグループのテキストボックスに投
票呼びかけ内容が表示される．ただし，投票呼びかけは
Utteranceグループのリストボックスには追加されない．
投票呼びかけが受信されると，Yes/Noボタンが使用可
能となる．投票に対し，同意する場合は Yes ボタンを，
同意しない場合は Noボタンを押すだけで，投票が行わ
れる．いずれか一方が押されると，Yes/Noボタンは使
用できなくなる．Yes/Noそれぞれに対する総投票数は，
Yes/Noボタンの隅に表示される．Expiration Timeを
過ぎると，投票は終了となり，Yes/Noボタンが操作不
能となるとともに，あらたな投票呼びかけの入力と送信

が可能となる．

§ 3 S-Iタイプメッセージの処理

Cork Boardグループ（図 4右側）のテキストボック
スでメッセージを入力し，Pasteボタンを押すことによっ
て，S-Iタイプのメッセージを送出できる．OBC基本ア
プリケーションは，S-I タイプのメッセージを受信する
と，Cork Boardグループのリストボックスに受信メッ
セージを表示する．メッセージは，ユーザ 1人について
1つだけ表示される．基本的には行き先表示板と類似し
た使用方法を想定している．

§ 4 D-Uタイプメッセージの処理

D-Uタイプのメッセージを送出するには，Utterance
グループの発言入力テキストボックスから発言を入力し，
直下の Mumble（呟き）ボタンを押す（図 4左上）．こ
れにより，D-Uタイプのメッセージとして発言内容が送
出される．

D-Uタイプのメッセージは，そもそも他者とのコミュ
ニケーションを意図していないものであるから，D-Iタ
イプのようにバルーンによって強く提示することは適切

ではない．場合によっては気づかれないでもかまわない
ような弱い提示方法が望ましい．そこで本研究では，若
江ら [若江 01]が考案したアンビエント表示方式を採用し
た．この表示方式では，Windows上で稼働しているアプ
リケーションのうち，現在アクティブな（したがって通
常は最前面にある）アプリケーションのタイトルバーに
メッセージを右から左にスクロール表示する．例を図 7
に示す．この表示方法によって，作業への集中をほとん
ど妨げることなく，気づく人は気づく程度にメッセージ
を提示する．

D-Uタイプには，サブタイプとして<BSY>が定義され

ている．<BSY>サブタイプのメッセージは，アクティブ

なアプリケーション上で単位時間内の打鍵数が一定以上
あった場合（現在の実装では，2分間に 150ストローク以
上）∗2に，OBC基本アプリケーションが自動的に「繁忙
状態にある」とみなして送出する．送出されるメッセージ
の中身は，Configurationウィンドウの Message when
Busy テキストボックスに記述された内容となる．<BSY>

メッセージも，通常のD-Uタイプと同じ方法で提示され
る．これにより，誰が今忙しいのかをなんとなく知るこ
とができる（が，それに気づかない可能性もある）．

§ 5 S-Uタイプメッセージの処理

S-Uタイプのメッセージとしては，現在のところ自動
取得された不在情報を示すメッセージだけが用意されて

いる．不在メッセージ（<S-U><ZZZ>タグつきメッセー
ジ）は，OBC基本アプリケーションが稼働しているパ
ソコン上で，10分以上キーボード操作もマウス操作も無
かった場合に，「不在状態にある」とみなして自動送出さ
れる∗3．OBC基本アプリケーションは，<S-U><ZZZ>タ
グつきメッセージを受信すると，Cork Boardグループ
のリストボックスに表示されている，当該不在メッセー

ジ発信者のハンドル名の前に<ZZZ> タグをそのまま表示
する（図 4右側参照）．
なお，不在状態にあるパソコン上で，キーボード操作

あるいはマウス操作が行われた場合，即座にCork Board
のテキストボックスにあるメッセージをS-Iメッセージと
して送出する．これによって不在表示をキャンセルする．

3. 利 用 事 例

OBCは，筆者の所属する研究室において，2007年 6
月末に運用を開始した．当研究室は，教員室，学生 2名の
部屋，学生 8名の部屋の 3つの部屋に分かれており，各
部屋間は壁で仕切られている．研究室のレイアウトを図

8に示す．学生 8名の部屋は，150cm程度の高さのパー
ティションで各自のブースが仕切られており，全体を見
通すことができない（図 9）．学生 2名の部屋にはパー
ティションは無く，通常の大部屋型となっている．教員
室と学生 2名の部屋は同じサブネットに属し，学生 8名
の部屋は別のサブネットになっている．これら 3室をつ
なぐ形で OBCを運用している．

∗2 打鍵数カウントのために，OBC基本アプリケーションはキー
ロガーの機能を内蔵している．ただし本アプリでは単純に打鍵
数だけが必要なので，どのような文字が入力されたかについて
の情報は一切取得していない．

∗3 繁忙状態検出処理と同じく，キーロガーを用いている
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図 8 筆者らの研究室のフロアレイアウト

図 9 学生 8 名が所属する区分型オフィスの様子．中央
に大画面ディスプレイがある場所が共有談話スペー
スである．

当初，OBCはD-I型のメッセージを送受信する機能の
みを有していたが，次第に機能拡張され，現在に至って
いる．現在では，研究室員によって極めて日常的に使用

されるコミュニケーション・メディアとなっており，日々
多数のメッセージがやりとりされている．2007年 11月
14日以降，やりとりされる全メッセージのログを収集し
ている．運用期間中，特にメッセージが多数発信された
のは，論文投稿締切の直前であった．本節では，どのよ
うなメッセージがやりとりされているかという事例を紹
介する．

事例 1：全員への呼びかけ

shop: コーヒー沸かしています．
KO: きゃー，いくいく．

“shop”というのは，共有談話スペースに設置された PC
の上で動作する OBC基本アプリケーションに割り当て
られたハンドルネームである．共有談話スペースには共
用のコーヒーメーカがあり，誰でもコーヒーを淹れるこ
とができる．その際，他のメンバーにもコーヒーを欲し

いかどうかを呼びかけて，その反応を見て何人分淹れる
かを決めるために OBCが利用されるケースが非常に多
く見られた．KOの発言は，この呼びかけに応答したもの

である．典型的なD-Iタイプメッセージの用い方である．

事例 2：投票

[投票メッセージ] JI: コォヒィ淹れますが、必要
な方...（締切 16:00）
（Yesボタンにカウント 1が表示）
shop: コオヒィできました
Kazz: へーい

投票機能は，コーヒーの呼びかけと食事への誘いで使用
されている例がほとんどである．この例では 16時まで
に投票されたYesの数を見て，淹れるコーヒーの量を決
めている．その後，コーヒーがはいると，D-Iメッセー
ジでその旨を通知し，Yesを投票した Kazzがこれに応
答している．

事例 3：オフラインユーザの呼び出し

Kazz: YT君，いてますか？

Kazzは，別室にブースがある YTに用があり，呼び
かけを行っている．このとき，YTは OBCを起動して
おらず，Kazzもそれを知っていたが，あえてOBC上で
呼び出しを試みている．

事例 4：アポ取り 1（複数タイプ併用）

Kazz:::1510-1700 会議 (2007/11/19 14:26)
KK: 先生、現在研究室にいないですよね？
KK:::先生の会議終了待ち (2007/11/19 15:07)
Kazz:::部屋に戻りました (2007/11/19 17:14)
Kazz: なんでしょ？＞ KK
KK: 評価実験の相談に行こうと思ったのですが
Kazz: 了解です．
KK: それでは行きます

この事例で，イタリック体の部分は S-Iタイプメッセージ
としてCork Boardに提示されたものであることを示す．
このやりとりは，ある論文投稿の締切直前になされた．
KKは，本稿筆者である西本（Kazz）に対し，自分の論
文の評価実験についての質問をしたかった．Cork Board
のメッセージを見てKazzは不在だろうと推測しつつも，
呼びかけてみている．しかし Kazzから反応が無かった
ため，KKは自分の Cork Boardメッセージに「西本を
待っている」ことを表示して自分の状態を公開している．
その後，Kazzは自室に戻り，KKの状態表示を見て何の
用だったかを問いかけ，KKと自室で打ち合わせするこ
とにした．

事例 5：アポ取り 2（複数タイプ併用）

HW: 先生　お忙しい中ですか？　ちょっと相談
したいことがありますが．．．
Kazz: カタカタカタカタ
Kazz: カタカタカタカタ
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HW: ガタカダカタ
Kazz: あー，すみません，メッセージ見落とし
てました．なんでしょう．＞ YH
Kazz: ガタガタガタ
HW: 今後の予定（研究・就職）についての報
告、及び 3月時の研究計画書などです。お忙し
い中ですね、その後でもよろしいです。お願い
します。＞先生
Kazz: はい，今いいですよ．

この事例で，イタリック体の部分はD-Uタイプメッセー
ジとしてアンビエント表示されたものであることを示す．
アンビエント表示された「カタカタカタカタ」というメッ

セージは，Kazzが繁忙時のメッセージとして設定してい
たものである．HWは Kazzに相談事があって D-Iメッ
セージで呼びかけているが，Kazzはこのとき文書作成に
忙殺されていたので，うっかりこれを見落としていた．こ
のとき，打鍵数から自動的に繁忙状態が検出され，繁忙
メッセージが 2度自動送出されている．これを見た HW
は，Kazzが在室していることを知り，「ガタガタガタ」と
いう地団駄を踏むかのような擬音をD-Iメッセージで送
信し，Kazzの注意を惹いている．これにKazzが気づき，
反応したが，今度はHWの反応が無かったので，真似を

してガタガタガタという擬音でHWの注意を惹くことを
試みた．これでようやくHWが反応し，Kazzとの面談
をすることにした．その際，「お忙しい中ですね」と，ア

ンビエント表示された繁忙状態メッセージを参照した発
言をしている．

事例 6：質問

YC: 先生，質問よろしいですか？
Kazz: はい
YC: 参考文献で Attractiblog のところは論文
の名称も含めて匿名にするということですか？
Kazz: そうです．書誌情報すべてを隠してくだ
さい．ほんとは，本文中のAttractiblogも隠す
べきなんですけどね．

YC: なるほど＾^；

この事例も論文投稿締切直前になされたものである．こ

の論文はブラインドレビューのために匿名投稿すること
が指定されていた．YCは，既発表論文で使用している
システム名称を含んでもいいかどうかを質問している．

事例 7：心情付き行き先表示

YC:::燃え尽きた・・・ ○Ｏ o。.(T¬ T)/~~~オ
ヤスミナサイ (2007/11/15 12:28)

S-Iタイプは，そもそも行き先表示板的な利用を想定して
いたので，やはりそのようなメッセージが多く見られる．
この事例も帰宅することを示している．さらに単なる事

務的な連絡にとどまらず，この例のように，その時々の
気分を表現する文言を併記する例も多くみられた．

4. 議 論

OBCを用いてもっとも頻繁にやりとりされているメッ
セージは，事例 1や 2に示すような，コーヒーを飲みた
い人や一緒に食事に行く人がいるかどうかを，全員に対
して呼びかけるものであった．これは，OBCがブロード
キャストメディアであることから，もっとも自然に想定

される用法である．一方，その他の事例，特に事例 3～6
では，本来ブロードキャストする必要の無いメッセージ
を送っている．しかし，これらをあえてブロードキャス

トすることにより，1対 1コミュニケーションでは得ら
れない効用が得られている．

事例 3は，OBCに対して現在オフライン状態にある
ユーザをわざわざOBCで呼び出している∗4．これは，こ
のメッセージが直接にYTに届くことを期待しているの
ではもちろんなく，YTの近傍ブースにいる誰かに対し
てこのメッセージを送っているのである．そして，近傍の
誰かが「YTはいませんよ」「○○に行っています」と反
応することを期待している．このような，相手が不在な

のを承知の上で「誰それはいるかー？」と大声を上げて，
その周辺の誰かが応答することを期待することは，大部
屋オフィスではごく当たり前になされている．しかしこ
のようなコミュニケーションは，区分・分散オフィスで

は実現が難しい．

事例 4と 5では，個人的な面談のアポイントメント取
りを行っている．事例 6では，論文執筆に関する質問応
答が行われている．こういったやりとりは，通常は個別
に行われる．これらのやりとりを開始した 3名のユーザ
（KK, HW, YC）は，おそらく特別な意図を持ってわざ
わざそのやりとりを OBCで行って公開しようとしたわ
けではないであろう．単に，手元にすぐに使える軽快な
コミュニケーションメディアであるOBCがあったから
使用したまでのことと思われる．しかし，このようにこ
れらのやりとりを公開することにより，副次的な効用が
生まれている．事例 4と 5では，今からしばらくの間は，
その 2人は打ち合わせ状態にあるので割り込めないとい
うことを全員に自動的に周知している．事例 6では，こ
のとき研究室員の多くが同じ学会への論文投稿を目指し

ていたため，この質問応答の内容は，その全員にとって有
用な情報であり，これが自動的に全員に共有されている．
このように，大部屋で大きな声でやりとりされる会話を
傍聴して全員で情報共有するのと同様のことが，OBCに
よって区分・分散オフィスでも実現できている．

また，事例 4と 5では，複数のタイプのメッセージが
同時に利用されていることも興味深い．事例 4では D-I

∗4 もちろん，これとは別に，オンライン状態のユーザに対する
呼び出し事例も多数ある．
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タイプと S-Iタイプが併用され，KKによるCork Board
への書き込み（S-Iタイプメッセージ）は，Kazzへの伝
言メモであると同時に，他メンバーに対しては「これか

ら自分は Kazz に用事があるから，Kazz の待ち行列に
割り込むな」および「Kazzを見かけたら，KKが用事が
あるようだと伝えて欲しい」という暗黙的な意思表明と

なっている．事例 5ではD-IタイプとD-Uタイプが併用
されている．D-Uタイプで自動送出されているKazzの
繁忙状態を示す<BSY>メッセージがアンビエント表示さ

れることにより，HWは Kazzが忙しいためメッセージ
を見落としている可能性を把握できている．そこで再度
D-Iメッセージを送り，Kazzの注意喚起を試みている．
その際，同じ問いかけメッセージではなく，「ガタガタガ

タ」という無意味なメッセージを送っているのは，押し
つけがましくなくゆるやかに自分からの問いかけに気づ
かせようとしているものと推測される．

事例 7では，YCは自分の帰宅を通知するだけでなく，
そのときの心情を併せて表現している．Cork Boardに
掲示される S-Iタイプのメッセージは，実際には行き先
などの情報よりも，このような心情表現の方がはるかに
多い．たとえば「ねこになりたい」，「（腰痛に苦しむ YC
が）誰か腰を取り換えて＞＜」「修論間に合う気がしない」
のようなメッセージが掲示されている．自動取得される
繁忙状態のような一時的な状態だけではなく，こういっ

た心情表現により，各自が比較的長いスパンでおおよそ
どのような状態にあるのかを自然と共有しあっている．

以上のように，OBCを用いることによって，大部屋
で自然にやりとりされるアウェアネス情報が，区分・分
散オフィスにおいてもやりとり可能となることがわかっ

た．しかも，特にアウェアネス情報をやりとりしようと
いう意図を持たずに行われる，ごく自然なコミュニケー
ションによってアウェアネス情報がやりとりされ，各種

状況や知識が組織内で共有される．ゆえに OBCを導入
することによって，区分・分散型オフィスの利点（個人
作業への集中しやすさなど）を損なうことなく，そこに

大部屋オフィスならではの利点もかなりの部分導入する
ことができると言えよう．

5. お わ り に

本稿では，大部屋型オフィスにおける自然で容易なア

ウェアネス共有を，分散型オフィスや区分型オフィスにお
いても可能とするためのコミュニケーションチャネルで
あるOffice Buzz Channel （OBC）を提案した．OBC
は，UDP によるサブネットへのブロードキャストを基
礎とし，オフィス内でやりとりされる 4種類の作業状況
アウェアネス情報を常時全員に対して伝達し，これをそ

れぞれの種類に応じた手段で適切に提示するものである．
筆者の所属する研究室においてOBCをこれまで 7ヶ月に
わたって運用し，現在も継続して運用している．そこで

得られた各種の事例から，OBCを用いることによって，
大部屋で自然にやりとりされるアウェアネス情報が，区
分・分散オフィスにおいてもやりとり可能となることが

わかった．しかも，特にアウェアネス情報をやりとりし
ようという意図を持たずに行われる，ごく自然なコミュ
ニケーションによってアウェアネス情報がやりとりされ，

各種状況や知識が組織内で共有される．ゆえに OBCを
導入することによって，区分・分散型オフィスの利点（個
人作業への集中しやすさなど）を損なうことなく，そこ

に大部屋オフィスならではの利点もかなりの部分導入す
ることができると言えよう．
現在は，個人用の PCに OBCをインストールして使

用するにとどまっているが，オフィスにおけるアウェア

ネス情報は個人ブースから発信されるものだけではない．
たとえば，2・1節でも示したように，特定個人に所属し
ない共用の機器が発する運転音のようなものにも，積極

的に共有することが望ましいアウェアネス情報があると
思われる．2・2節でも示したように，OBCプロトコルは
非常に簡単なので，各種システムに容易に組み込むこと

ができる．今後はこういったオフィス環境に埋められた
様々なアウェアネス情報をOBCに取り込んでいくこと
を試みたい．現在，この方向性の試みとして，共有談話

スペースにおける談話状況を OBCに載せることを試み
つつある [千葉 08]．
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